
美術科 美術専攻 入試ガイド 2026

実技試験とは別に国語・英語の筆記試験があります。
英語（リスニングなし）、国語（古文・漢文を除く）
※両試験共に独自試験のみ（各100点）

受験した全科目から高得点の2科目※国語・英語は100点に換算する

令和7年度 美術専攻／実技 【過去問題・参考作品】 

推
薦
型
選
抜
・
社
会
人
選
抜

総
合
型
選
抜

一
般
選
抜（
A
日
程
）

デッサン（配点100点）

面  接

持ち込み作品3点（配点100点）

○木炭、鉛筆（選択自由、併用可）
○木炭紙（MBM）または木炭紙大画用紙
○試験時間:9：00～12：00
○モチーフに触れてはならない
○イーゼルの位置は他の受験生の
　邪魔にならない範囲で動かしてもよい
○配付された用紙（木炭紙または画用紙）の
　指定された表面に描画する
○画面の縦横自由
※出題の意図・ねらいに関する質問については、回答できません

条件：試験当日、本人が持参可能で、大きさは
3辺の和が240㎝以内とします。持参不能の場
合はポートフォリオでも可。記録メディアだけ
での提出は不可。また、持参作品は自らの責
任で当日、搬入・搬出してください。

事前提出。分量（枚数）や収録作品の点数
は自由。A4ファイル１冊にまとめること。
作品にならなかった習作・エスキースな
どがあってもよい。共同制作や高校生活
で取り組んだことをまとめるのも可。共同
制作の場合は、担当した箇所や内容がわ
かるようにすること。

彩画（配点400点）
A 絵画（彩画）

B 彫刻（塑造）

A 絵画（彩画）

B 彫刻（塑造）

A 絵画、B 彫刻 共通筆記試験（配点200点）

○水彩画 / 油彩画どちらかをひとつ選択
○画用紙またはキャンバス
○試験時間:9：00～12：00、13：00～15：00
○イーゼル・椅子の方向・位置は他の受験生の邪魔にならない範囲で動かしてもよい
○画面の縦横自由
※出題の意図・ねらいに関する質問については、回答できません

【問題】試験場内の風景を彩画として表現せよ。

［出題の狙い］
薄ベージュ色の大判厚手
ジョイントマット、丸型ポリ
ペール（ゴミ箱）と蓋、段
ボール箱を配したセットを
灰色の床面上に複数並べま
した。床面上の物と物が重
なり合うことで生じる奥行き
のある空間そのものをモ
チーフとしました。床面を含

めたモチーフ群の存在感と同時に、純粋美術に不可欠な「空
間をどの様に捉え、美を見いだし表現しようとしているか」とい
う基礎・基本的な力〔構図・構成力、描写力、空間表現力、意欲・
態度〕を問う出題としました。

参考作品
これらモチーフ群の持つ色
味や質感の違い、形と形の
重なり合いによる美しさを
意欲的に表現しようと試み
た画面上の痕跡から、また、
効果的な画面配置と画面全
体への丁寧で素直な描写か
ら、作者のモチーフを観つ
め描くことへの熱意と造形
力の高さを感じ取ることが
できます。

モチーフ

モチーフ

モチーフ

［出題の狙い］
「足」ではなく「足もと」という空間をモチーフにした出
題です。構成力や色彩感覚など基礎的な造形力も大事
ですが、画面というフレームで切り取られる空間に各受
験生がどのように自発的アプローチを試みるのか見て
みたいと思いました。その過程の中に各々の個性が見
えてきます。

［出題の狙い］
モチーフの形態を
正確にとらえる観
察力、忠実に再現
できる造形力を問
う出題としました。

参考作品1　「油彩」

参考作品

画面の右下から入ってくる両脚のフォ
ルムがとてもユニークで全体の色調も
調和がとれている美しい作品です。

モチーフの細部や表
面的な造形にとらわ
れることなく、頭部
の形態や構造を理解
して造形できていま
す。一つの塊としてと
らえた上に、目鼻な
ども誠実に模して表
現できています。

参考作品2　「油彩」

イーゼルや絵具チューブなどの平面的な
扱いと爽やかな光に照らされた両足、モ
チーフを取り囲むシルエットの表現など、
観ていて楽しくなる魅力的な作品です。

一
般
選
抜（
B
日
程
）

共通テスト
学力試験（配点200点）

面接試験（配点200点）
20分程度の個人面接及び作品審査

※作品審査の提出作品について

【問題】
設定されたモチーフを素描として表現せよ。

自己アピール資料（配点100点）：
作品集・ポートフォリオ、その他

当日持参。サイズ制限なし。受験者のみで
運搬・持参できるサイズ・重量の作品であ
ること。

作品審査（配点100点）：
これまでに制作した作品１～２点

事前に提出した自己アピール資料、志望
理由書に基づき自己アピール・プレゼン
テーション（５分程度）を実施後、個人面
接（15～30分程度）を実施。

プレゼンテーション、
面接（配点100点）

塑造（配点400点）
○石膏像を乗せた回転台の天板を回して像の角度を変えることや、
　石膏像に近づいて形を確認してよい。ただし、石膏像に触れてはならない。
○制作台は床面の白枠内であれば動かしてよい（枠外に出さない）
○試験時間:9：00～12：00、13：00～15：00
○制作台の高さは自由に調整してよい
○芯棒が足りない場合は、準備されたロープおよび木材を使って組み足してよい
○本学が準備した粘土およびヘラは必ず返却すること
○粘土がついた手や道具は、設置されたバケツ内で洗浄すること。
※粘土がついたまま手洗い場で洗浄すると配管が詰まる原因になります。
※出題の意図・ねらいに関する質問については、回答できません

【問題】石膏像の頭部＊を模刻せよ
＊首部に巻いたテープから上部分を模刻（頭部および首の一部）

提出作品※の説明、志望動機などを問う。これまでに制作した作
品（1点以上）を持参すること。作品のサイズ制限なし。
自分で選搬・持参できるサイズ・重量の作品であること。

・作品審査の提出作品は、試験当日、受験者本人が持参すること。（保護者・関係者の方は構内への
立ち入りはできません。やむを得ず自家用車で来場する場合は、 駐車場までは保護者等の立ち入
りも可。）
・映像作品の提出に関しては下記①～③のいずれかの方法とする。
①動画サイトにアップロードし、QRコードを掲載した作品解説用紙を提出する。
②紙媒体のみでの提出は作品解説用紙に主要なシーンを数十コマ抜粋しレイアウトする。
③ノートパソコン、iPad等のデジタルサイネージでの展示は給電が無くとも容査時間中（おおよそ
1時間程度）に常時視聴できる状態とすること。
・提出作品は自らの責任で面接終了後に持ち帰ってください。



実技試験とは別に国語・英語の筆記試験があります。
英語（リスニングなし）、国語（古文・漢文を除く）
※両試験共に独自試験のみ（各100点）

令和6年度 美術専攻／実技 【過去問題・参考作品】 

デッサン（配点100点）

面  接

持ち込み作品3点（配点100点）

○木炭、鉛筆（選択自由、併用可）
○木炭紙（MBM）または木炭紙大画用紙
○試験時間:9：00～12：00
○モチーフに触れてはならない
○イーゼルの位置は他の受験生の邪魔にならない範囲で動かしてもよい
○配付された用紙（木炭紙または画用紙）の指定された表面に描画する
○画面の縦横自由
※出題の意図・ねらいに関する質問については、回答できません

○木炭、鉛筆（選択自由、併用可）
○木炭紙（MBM）または木炭紙大画用紙
○試験時間:9：00～12：00
○イーゼルは他の受験生の
　邪魔にならない範囲で動かしてもよい
○画面の縦横自由

条件：試験当日、本人が持参可能で、大きさは3辺の和
が240㎝以内とします。持参不能の場合はポートフォリ
オでも可。記録メディアだけでの提出は不可。また、持
参作品は自らの責任で当日、搬入・搬出してください。

彩画（配点400点）

筆記試験（配点200点）

○水彩画 / 油彩画どちらかをひとつ選択
○キャンパス / 水彩パネル(F12号)
○試験時間:9：00～12：00、13：00～16：00
○イーゼル・椅子の方向・位置は他の受験生の
　邪魔にならない範囲で動かしてもよい
○画面の縦横自由
※出題の意図・ねらいに関する質問については、回答できません

【問題】
試験場内の風景を彩画として表現せよ。

［出題の狙い］
広い灰色の床面をベースに薄橙色の大きな上質紙とブルー
シートを敷き、その上に立方体の段ボール箱と白いポリバケ
ツを配したセットを並べ、物と物が重なり合うことで生じる奥
行きのある空間そのものをモチーフとしました。床面を含めた
モチーフ群の存在感と同時に、純粋美術に不可欠な「空間を
どの様に捉え、美を見いだし表現しようとしているか」という基
礎・基本的な力〔構図・構成力、描写力、空間表現力、意欲・態
度〕を問う出題としました。

参考作品

モチーフ群が織り成す空間から感じ取った美し
さや存在感を、効果的な画面配置と画面全体へ
の鉛筆のストローク（線描を）重ねることで表現
される丁寧な描写により、モチーフの持つ色味
と質感を感じさせるハーフトーンを用いて意欲
的に表現された作品です。

モチーフ

モチーフ

モチーフ

［出題の狙い］
試験場内の風景には様々な表情があります。各自
がどのようなフレームを設定するかによって作者の
自発性を見たいと思いました。そして自分が切り
取った空間を表現するために必要な感性（構成力・
色彩感覚など）を評価の対象としました。

参考作品1　「水彩」

参考作品2　「油彩」

参考作品

試験場の「床」に映り込む光の移ろ
いを色彩豊かに表現した秀作です。
透明水彩絵具の繊細さをいかし、作
者の感動が伝わってくるとても美し
い作品に仕上がっています。

空間の土台となる「床」から壁がしっかりと立ち上が
り、奥の壁もしっかり表現されています。左上から差
し込む光が主題となっていますが、手前の人物をシ
ルエット的に扱うことで光を強調することに成功し
ている高い技術力を感じさせる作品です。

デッサン（配点200点）

小論文試験（配点200点）

【問題】
設定されたモチーフ（石膏像）を素描として表現せよ。
＊石膏像：ヘルメス

課題文を読んで自分の考えを
800字以内の小論文にまとめるもの（90分)

［出題の狙い］
石膏像はデッサンの基本モチーフの一つです。ヘルメス像は
頭の傾きだけでなく、片腕を上げた動きに連動して肩や胸な
ども左右水平ではありません。本課題ではデッサンの基本で
ある形や陰影を正確にとらえる力（観察力・描写力）をみまし
た。また、形態・明暗・量感・全体感などを問う出題としました。

ヘルメス像の特徴的な形態を注意深く観察し、
最後まで石膏像のもつ美しさを追求した痕跡
から、正確にとらえようとする観察力や粘り強
さがうかがえます。また、木炭の淡いトーンを丁
寧に重ね、石膏像にやわらかい自然光が当たる
様子を描写できているデッサンです。

【問題】
設定されたモチーフを素描として表現せよ。

推
薦
型
選
抜

一
般
選
抜（
A
日
程
）

一
般
選
抜（
B
日
程
）



実技試験とは別に国語・英語の筆記試験があります。
英語（リスニングなし）、国語（古文・漢文を除く）
※両試験共に独自試験のみ（各100点）

彩画（配点400点）

筆記試験（配点200点）

○水彩画 / 油彩画どちらかをひとつ選択
○キャンパス / 水彩パネル（F12号）
○画面の縦横自由
○試験時間:9：00～12：00、13：00～16：00
○イーゼルは他の受験生の
　邪魔にならない限り動かしてもよい

【問題】
配布されたコピー用紙と両手を彩画として表現せよ。

モチーフ
［出題の狙い］
柔軟な発想力、構想力、構成力、表現力を評価
するための出題です。普段何気なく目に触れて
いるものを観察し、どれだけの発見をすること
ができたかも評価のポイントです。与えられた出
題に対し、どれだけ積極的な表現をすることが
できるかを問う出題です。

参考作品1

参考作品2

両手を手前と奥に動かすことで画面に空間
を作り出し、また、ひねった動きを付けること
でコピー用紙に豊かな表情を生み出すことに
成功しています。

大胆な構図を選択し、コピー用紙と手の
繊細な表情を丁寧に表現しています。と
ても素直な印象を与えてくれる作品です。

○木炭、鉛筆（選択自由、併用可）
○木炭紙（MBM）または木炭紙大画用紙
○試験時間:9：00～12：00
○イーゼルの位置は他の受験生の
邪魔にならない範囲で動かしてもよい

○画面の縦横自由

デッサン（配点200点）

小論文試験（配点200点）

【問題】
設定されたモティーフ（箱椅子、布、牛骨、紙テープ）を
素描として表現せよ。

課題文を読んで自分の考えを
800字以内の小論文にまとめるもの（90分)

モチーフ

参考作品

［出題の狙い］
箱椅子の上に布を垂らして牛骨を配置しました。
また、各モチーフの空間をつなぐように紙テープを
構成しました。限られた時間の中で、複雑な形や
質感、空間などをどのようにとらえて表現できるか
を見ました。

モチーフだけでなく床面を含め
た空間、質感などを丁寧に描け
ています。

デッサン（配点100点）

面  接

持ち込み作品3点（配点100点）

○木炭、鉛筆（選択自由、併用可）
○木炭紙（MBM）または木炭紙大画用紙
○試験時間:9：00～12：00
○モチーフに触れてはならない
○イーゼルの位置は他の受験生の邪魔にならない範囲で動かしてもよい
○配付された用紙（木炭紙または画用紙）の指定された表面に描画する
○画面の縦横自由

条件：試験当日、本人が持参可能で、大きさは3辺の和
が240㎝以内とします。持参不能の場合はポートフォリ
オでも可。記録メディアだけでの提出は不可。また、持
参作品は自らの責任で当日、搬入・搬出してください。

【問題】
設定されたモチーフを素描として表現せよ。

令和5年度 美術専攻／実技 【過去問題・参考作品】 

推
薦
型
選
抜

一
般
選
抜（
A
日
程
）

［出題の狙い］
広い灰色の床面に2色の大きな上質紙を敷きその上にオ
レンジ色の収穫コンテナと水色大型ポリ容器を配したセッ
トを数多く並べ、物と物が重なり合うことで生じる奥行きの
ある空間そのものをモチーフとしました。床面を含めたモ
チーフ群の存在感と同時に、純粋美術に不可欠な「空間を
どの様に捉え、美を見いだし表現しようとしているか」とい
う基礎・基本的な力〔構図・構成力、描写力、空間表現力、
意欲・態度〕を問う出題としました。

参考作品

本参考作品からは、モチーフ群
が織り成す空間から感じ取った
美しさを、効果的な画面配置と
画面全体への丁寧な描写によ
り、色味を感じさせるハーフトー
ンを用いて美的に表現しようと
試みた、制作者の強い造形への
意欲を感じ取ることができます。

モチーフ

一
般
選
抜（
B
日
程
）



美術科 デザイン専攻 入試ガイド 2026

デザイン専攻／実技 【過去問題・参考作品】 

推
薦
型
選
抜
・
社
会
人
選
抜

総
合
型
選
抜

一
般
選
抜（
A
日
程
）

デッサン（配点100点）

面  接
持ち込み作品3点（配点100点）

【問題】
与えられたモチーフを組み合わせて描きなさい。

条件：試験当日、本人が持参可能で、大きさは3辺の和が240㎝以内としま
す。持参不能の場合はポートフォリオでも可。また、持参作品は自らの責任
で当日、搬入・搬出してください。

画用紙（38㎝×54㎝）・横位置・試験時間:9：00～12：00

○デッサン用画用紙（回答用紙）は横位置で使用してください。
○デッサンは受験番号記入欄の裏側に描いてください。
○モチーフ以外のものを加えてはいけません。
○鉛筆、消しゴム（または練りゴム）以外は使用しないでください。
○Ａ４のコピー用紙はエスキースや鉛筆削りカス入れに使用してください。
○グレーの用紙はモチーフを置く台紙として使用してください。
モチーフではありませんので描く必要はありません。

○自分の作品を確認するために、その場で立って見ることは構いませんが、
自分の席から離れることはできません。その際、作品を床に置いたり
隣の机や壁に立てかけたりすることはできません。

画用紙（38㎝×54㎝）・横位置・
試験時間:9：00～12：00、13：00～15：00

与えられたモチーフを使用して自由な発想で、
想像上の空間に構成し、描きなさい。

構成デッサン（配点200点）

筆記試験（配点200点）
実技試験とは別に国語・英語の筆記試験があります。
英語（リスニングなし）、国語（古文・漢文を除く）
※両試験共に独自試験のみ（各100点）

［出題の狙い］
ハンディワイパーは構造的に柔
らかな先端部分から持ち手の流
線的な工業製品へとつながる形
になっており、その形状や質感
の描き分けができるかがポイン
トです。さらに柔らかい先端部分
の中でも不織布のややパリッと
した箇所と起毛部分のふわりと
した箇所の質感の差も意識でき
るとなお良いです。透明カップは
単純なコップの形状ではなく微
妙な凹凸のある形となっていて、
透明な質感でその形状を表現で
きるかもポイントです。

参考作品1

参考作品2

参考作品1

調子の乗せ方、形の取り
方が非常に丁寧で、全体
として非常にバランスの
取れたデッサンとなって
います。ハンディワイ
パーの持ち手部分はよ
り長くしたほうがより実
物の比率に近く、伸びや
かな形として表現できた
と思います。

カップの微妙に乳白が
かった光沢感や透明感
がよく表現できていま
す。ハンディワイパーの持
ち手の長さもよく観察し
て伸びやかに描けていま
す。カップの手前と奥の
フチとの間に空間がある
ように描けるとより良く
なります。

［出題の狙い］
ミネラルウォーターは立体感を
損なわず装飾をデフォルメしな
がら透明感を表現する必要が
あります。軍手も布のやわらか
い質感を表現しながら立体感
を表現しましょう。

画面の奥行きを感じる浮遊
感のある構成です。ミネラル
ウォーターのパースがやや
曖昧ですが画面構成がダイ
ナミックでプラスティックの
質感と軍手の布の質感の違
いをうまく表現しています。

参考作品2

構成デッサンに求められる空
間の拡がりといった構成はや
や弱いものの、ミネラルウォー
ターのパースや軍手のプロ
ポーションが正確で作者の高
い技術が感じられる作品で
す。画面の隅々を利用した構
成は力強さを感じます。

一
般
選
抜（
B
日
程
）

［出題の狙い］
幾何形態の基礎的な描写力に加え、金
属とプラスチックの質感や光沢感を的
確に描き分けることが重要です。また、
容器内のフレーム形態とその外にあるフ
レーム形態の存在状況の違いを踏まえ
た空間表現を求めます。

参考作品
どちらのモチーフも、空間の抜けが存
在する部分に惑わされることなく、形
状の特徴を的確に捉えて描写されて
います。また、擦り付けた表現による
トーンバランスではなく、鉛筆デッサン
の特徴であるハッチングを活かした描
写表現が高い完成度で描かれました。

画用紙（38㎝×54㎝）・横位置・試験時間:9：00～12：00

【問題】

デッサン（配点200点）

令和7年度

モチーフ

モチーフ
モチーフ

参考作品1 参考作品2

構想表現、プレゼンテーション・面接（配点200点）
【問題】

【プレゼンテーション】

試験時間:9：00～12：00

調査書（配点重視）
志望理由書・自己アピール資料（配点100点）
学内外での活動内容がわかるもの
（例：活動実績、学習成果、作品、その他※1）
※1:分量（枚数）や収録作品の点数は自由。実施に至っていない企画や提
案、作品にならなかった習作・エスキースなどがあってもよい。共同制作・企
画や高校生活で取り組んだことをまとめるのも可。

「伝える」ことは普段の生活の中に多く存在します。スムーズに伝えることができる場合がある一方
で、そうでない場合もあります。「うまく伝わらない」や「伝えることができない」など、「伝える」こと
に潜んでいる課題を客観的な視点で見出すことが重要です。またその解決策としてどのような場面
で、どのようなヒトに対して、どのようなことを、どうやって「伝える」のか。さらに、その時の心境はど
うなのか。その構想とそれをわかりやすく文章とイラストで可視化する能力が求められます。

認知症の高齢者と介助者の関係をスムーズに
するブローチの提案です。食事や散歩などの回
数を視覚化することができます。利用するヒト
の一連の行為や感情から必要とされる形態や
機能を導き出していることが評価できます。

ヒトの感情を表した目元のイラストと共に文字
情報を伝えることができる付箋の提案です。潜
在するヒトの欲求を発見し上手くモノに落とし
込んでいる点、体験する価値をわかりやすくマ
ンガ風に表現している点が評価できます。

テーマ（課題文※2）を読んで問題を定義し、問題の解決に
つながるアイデアを自由に発想し、その構想を400字程度
の文章（A４用紙）とプレゼンテーションシート（A３用紙）
で表現する。
※画材：自由（電子機器は利用できません。）

構想表現で作成したプレゼンテーションシートに基づきプレ
ゼンテーションを行う。（３分程度。面接と同時に実施。）

［出題の狙い］

【問題】
与えられたモチーフを組み合わせて描きなさい。

受験した全科目から高得点の2科目※国語・英語は100点に換算する
共通テスト
学力試験（配点200点）

※2 出題原文の請求はこちらから
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デザイン専攻／実技 【過去問題・参考作品】 

デッサン（配点100点）

面  接

持ち込み作品3点（配点100点）

【問題】
与えられたモチーフを組み合わせて描きなさい。

条件：試験当日、本人が持参可能で、大きさは3辺の和が240㎝以内
とします。持参不能の場合はポートフォリオでも可。また、持参作品は
自らの責任で当日、搬入・搬出してください。

画用紙（38㎝×54㎝）・横位置・試験時間:9：00～12：00

○デッサン用画用紙（回答用紙）は横位置で使用してください。
○デッサンは受験番号記入欄の裏側に描いてください。
○モチーフ以外のものを加えてはいけません。
○鉛筆、消しゴム（または練りゴム）以外は使用しないでください。
○Ａ４のコピー用紙はエスキースや鉛筆削りカス入れに使用してください。
○グレーの用紙はモチーフを置く台紙として使用してください。
モチーフではありませんので描く必要はありません。

○自分の作品を確認するために、その場で立って見ることは構いませんが、
自分の席から離れることはできません。その際、作品を床に置いたり
隣の机や壁に立てかけたりすることはできません。

画用紙（38㎝×54㎝）・横位置・
試験時間:9：00～12：00、13：00～15：00

○デッサン用画用紙（回答用紙）は横位置で使用してください。
○デッサンは受験番号記入欄の裏側に描いてください。
○モチーフは複数描いても構いません。
○モチーフは拡大縮小して描いても構いません。
○モチーフ以外のものを加えてはいけません。
○鉛筆、消しゴム（または練りゴム）以外の用具の使用は禁止です。
○Ａ４のコピー用紙はエスキースや鉛筆削りカス入れに使用してください。
○自分の作品を確認するために、その場で立って見ることは構いませんが、
自分の席から離れることはできません。その際、作品を床に置いたり
隣の机や壁に立てかけたりすることはできません。

【問題】
与えられたモチーフを使用して自由な発想で、
想像上の空間に構成し、描きなさい。

構成デッサン（配点200点）

筆記試験（配点200点）
実技試験とは別に国語・英語の筆記試験があります。
英語（リスニングなし）、国語（古文・漢文を除く）
※両試験共に独自試験のみ（各100点）

［出題の狙い］
ペットボトルは、透き通ったお茶の煌めきと色彩の表現、
工業製品のプロポーションや造形を正確に描きとれるか。
麻布の巾着袋は、麻織の表情や口紐の素材と形態、設置
した時のパースを表現できるか。双方の素材のかき分け
と、同じ空間に存在させることができるか素材と状況の伝
達力が求められます。

参考作品1

参考作品2

参考作品1 参考作品2 参考作品3

ペットボトルの切子のような表情や、布袋の口
や麻紐の表情を上手く表現できています。布
袋の口を締め、素材感と立体感を出すための
工夫が効果的に生かされています。自然な光
の印象が作れており、同一空間にある存在感
を出すこともできています。麻布の胴体部の表
情とペットボトルの形態をもう一歩描画できれ
ばより良いでしょう。

モチーフ素材の書き分けができており、袋の口
元のしわや凹凸、細かい紐の表情、ペットボト
ルの文字や模様が描かれ、その質感を伝える
工夫がよくできています。布袋がやや平坦なた
め、立体感を出すことで余白のバランスを整え
るとより良くなるように思います。ペットボトル
の形態もより詰めれば視覚的なコントラストが
付き面白みが増します。

［出題の狙い］
ポリポット（クロ）とポリエチレン手袋
相互の素材の関連性が適切に表現できるかがポイントです。
例えば、ポリポットがポリエチレン手袋の背面に配置された場
合、ポリポットがポリエチレン手袋から透けて見えるはずで
す。また、ポリエチレン手袋を“手”や“ヒト”等に見立てること
ができます。それらを使用したストーリー性のある構成に期
待しました。

浮遊感のある軽快な構成です。外
側に向かって放射状に配置され
たポリエチレン手袋にストーリー
性が感じられます。また、半透明
のポリエチレン手袋から透けて見
える黒いポリポットの表情が上手
く表現できています。

リズミカルな構成が印象的な作
品です。３セットのモチーフ同士
の組み合わせにはそれぞれ個性
があり、そこからストーリーが生
まれています。素材の表情をさら
に細かく描写できればより良い
作品になります。

素材の質感が丁寧に観察され適
切な表現ができています。ポリ
ポットでは側面に現れる光の反
射や、薄さを感じさせる縁の表現
に成功しています。ポリエチレン
手袋は素材同士が重なり合う繊
細な表情が上手く表現されてい
ます。

一
般
選
抜（
B
日
程
）

［出題の狙い］
サイズ感とモチーフの素材感、色彩の描写が重要
です。3つの長細いモチーフを描くことで、それぞれ
の質感や色彩を単色で描き分ける力が求められま
す。また、モチーフの配置や取り扱い方によって、発
想力や構成力がポイントとなってきます。

参考作品

素材のサイズ感を理解した構成となっ
ています。また、それぞれの色鉛筆の色
を上手く描き分けており、単色による色
彩表現の幅の広さを感じます。
モチーフの部分的な形のくるいや描き
方に荒さを感じますが、画面全体を
使って構成されている事で、空間を美し
く見せるための表現力のある仕上がり
となっています。

画用紙（38㎝×54㎝）・横位置・試験時間:9：00～12：00

【問題】
与えられたモチーフを組み合わせて描きなさい。
○デッサン用画用紙（回答用紙）は横位置で使用してください。
○デッサンは受験番号記入欄の裏側に描いてください。
○モチーフ以外のものを加えてはいけません。
○鉛筆、消しゴム（または練りゴム）以外は使用しないでください。
○Ａ４のコピー用紙はエスキースや鉛筆削りカス入れに使用してください。
○グレーの用紙はモチーフを置く台紙として使用してください。
モチーフではありませんので描く必要はありません。

○自分の作品を確認するために、その場で立って見ることは構いませんが、
自分の席から離れることはできません。その際、作品を床に置いたり
隣の机や壁に立てかけたりすることはできません。

○椅子から離れて（起立も含む）デッサンをしてはいけません。

デッサン（配点200点）

小論文試験（配点200点）
課題文を読んで自分の考えを800字以内の小論文にまとめるもの（90分）

令和6年度

モチーフ

モチーフ

モチーフ



デザイン専攻／実技 【過去問題・参考作品】 
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参考作品1 参考作品2 参考作品3

［出題の狙い］
電球の硬質で光沢ある透明ガラスと紙テープの違う質
（素材）感と色彩の描き分け、正確に捉える観察力が必
要なモチーフとなります。また、画面に対してサイズ感
や背景とのバランスを意識した構成、表現力が求めら
れます。

一
般
選
抜（
B
日
程
）

令和5年度

モチーフ

デッサン（配点100点）

面  接

持ち込み作品3点（配点100点）

【問題】
与えられたモチーフを組み合わせて描きなさい。

条件：試験当日、本人が持参可能で、大きさは3辺の和が240㎝以内
とします。持参不能の場合はポートフォリオでも可。また、持参作品は
自らの責任で当日、搬入・搬出してください。

画用紙（38㎝×54㎝）・横位置・試験時間:9：00～12：00

○デッサン用画用紙（回答用紙）は横位置で使用してください。
○デッサンは受験番号記入欄の裏側に描いてください。
○モチーフ以外のものを加えてはいけません。
○鉛筆、消しゴム（または練りゴム）以外は使用しないでください。
○Ａ４のコピー用紙はエスキースや鉛筆削りカス入れに使用してください。
○グレーの用紙はモチーフを置く台紙として使用してください。
モチーフではありませんので描く必要はありません。

○自分の作品を確認するために、その場で立って見ることは構いませんが、
自分の席から離れることはできません。その際、作品を床に置いたり
隣の机や壁に立てかけたりすることはできません。

画用紙（38㎝×54㎝）・横位置・
試験時間:9：00～12：00、13：00～15：00

○デッサン用画用紙（回答用紙）は横位置で使用してください。
○デッサンは受験番号記入欄の裏側に描いてください。
○モチーフは複数描いても構いません。
○モチーフは拡大縮小して描いても構いません。
○モチーフ以外のものを加えてはいけません。
○鉛筆、消しゴム（または練りゴム）以外の用具の使用は禁止です。
○Ａ４のコピー用紙はエスキースや鉛筆削りカス入れに使用してください。
○自分の作品を確認するために、その場で立って見ることは構いませんが、
自分の席から離れることはできません。その際、作品を床に置いたり
隣の机や壁に立てかけたりすることはできません。

【問題】
与えられたモチーフを使用して自由な発想で、
想像上の空間に構成し、描きなさい。

構成デッサン（配点200点）

筆記試験（配点200点）
実技試験とは別に国語・英語の筆記試験があります。
英語（リスニングなし）、国語（古文・漢文を除く）
※両試験共に独自試験のみ（各100点）

画面全体を大きく使いモチー
フの特徴を活かしたインパクト
のある構成となっている作品
です。テープを破った切り口、
ガラスの奥にあるテープや映り
込んだ光の表現など、よく観察
され描かれているのを感じら
れます。

シンプルな構成の中、それぞれ
のモチーフ特徴を活かし、画面
全体を使い空間を感じる構成
となっています。電球のガラス
部分をさらに観察し、丁寧に描
き込みできるとより立体感のあ
る作品に仕上がると思います。

紙テープの持つ特徴を活かし、
大胆な構成となる作品です。そ
れぞれのモチーフをよく観察さ
れているのを感じます。さらに
画面全体を使って、大胆に描く
事が出来るとよりインパクトあ
る作品に仕上がると思います。

画用紙（38㎝×54㎝）・横位置・試験時間:9：00～12：00

【問題】
与えられたモチーフを組み合わせて描きなさい。
○デッサン用画用紙（回答用紙）は横位置で使用してください。
○デッサンは受験番号記入欄の裏側に描いてください。
○モチーフ以外のものを加えてはいけません。
○鉛筆、消しゴム（または練りゴム）以外は使用しないでください。
○Ａ４のコピー用紙はエスキースや鉛筆削りカス入れに使用してください。
○グレーの用紙はモチーフを置く台紙として使用してください。
モチーフではありませんので描く必要はありません。

○自分の作品を確認するために、その場で立って見ることは構いませんが、
自分の席から離れることはできません。その際、作品を床に置いたり
隣の机や壁に立てかけたりすることはできません。

○椅子から離れて（起立も含む）デッサンをしてはいけません。

デッサン（配点200点）

小論文試験（配点200点）
課題文を読んで自分の考えを800字以内の小論文にまとめるもの（90分）

［出題の狙い］
不織布マスクは全体的に明暗の幅が小さい一
方で、液体の入ったスプレーボトルは屈折によ
り強いコントラストを生み出しています。この
ような、相反する要素を上手く描き分けられる
かがポイントです。

参考作品1 参考作品2

不織布の柔らかさと、スプレーボト
ルの硬いイメージの描き分けに成
功している作品です。マスクのプ
リーツに動きが出るよう変形させ
“見せ場”となる要素をしっかりと
設定している点も評価できます。

不織布マスクは若干陰影が強く出
すぎているようですが、透明プラス
チックのプスレーボトルは、液体に
よる屈折が良く観察され適切に表
現できていますので、説得力があり
好感が持てます。

モチーフ

［出題の狙い］
アルミ缶とフィルム包装されたティッシュがモ
チーフ。シンプルな造形に対し、パースの正確さ
や素材感、色味が描き分けられるか、清涼飲料水
の曲面にあるロゴタイプを正確に描き上げられる
かが課題です。

参考作品

モチーフのボリューム感を理解し、画面
に対してバランス良く構成されていま
す。部分的な形のくるいと素材感の描
き分けにやや課題はありますが、構造
理解や丁寧な描き込みから基本的な描
写力が感じられます。

モチーフ
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